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福音
ふくいん

宣教の社会的次元

～教皇
きょうこう

フランシスコ使徒的勧告
かんこく

「福音の喜び」より～

  
 

 ７月１日（土）にカトリック東京大司教区補佐司教・幸

田和生司教の講演会が横浜
よこはま

聖アンデレ教会で開かれ、

いわゆる「社会問題」をカトリックではどのように捉
とら

え、ど

のように取り組んでいるのか、ということについて、フラン

シスコ教皇の使徒的勧告『福音の喜び』から学びました。 

 前提としての「新しい福音宣教」の意味 

 かつてのように「未だキリストを知らず洗礼を受けていない

人への宣教」という意味ではなく、すべての人を福音宣教の

対象としています。すでに信徒である人々
ひ とび と

も本当の意味で「福音化」されなければならないという

ことです。今の世界は格差と排除
は い じ ょ

の社会であり、貧しい人々はまるで存在しないかのように扱
あつか

われ

ています。そして、恐
おそ

ろしい「実用主義」に陥
おちい

り、いつも目に見える結果を求めています。それは教

会の中にも見られるものです。果たしてこのような現状の中で、福音を告げ知らせるとは一体どうい

うことなのでしょうか。『福音の喜び』の中で、福音の告知は次のように記されています。「イエス・キ

リストはあなたを愛し、あなたを救うためにいのちをささげられました。そして、キリストは今なお生きて

おられ、日々
ひ び

あなたのそばであなたを照らし、力づけ、解放してくださいます」 

 「福音宣教の社会的次元」 

「福音宣教とは、この世界に神の国を現存させることです」 

「神の国はすべての人の救いを目指し、だれをも除外しない」 

「教会は正義のための戦いを傍観
ぼうかん

していることはできず、傍観すべきでもない」 

「神のみ心には、貧しい人々のための優先席がある。イエスの生涯
しょうがい

の貧しさ！」 

「貧しい人を優先する。教会が貧しくあること。わたしたちは貧しい人々から福音化される。彼
かれ

らを

教会の歩みの中心に置く」       (次ページに続く) 

幸田和生司教 
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 これらの教皇の言葉の背景には、1960 年代、カトリックの「第二バチカン公会議」とラテンアメ

リカを発端
ほったん

とした「解放の神学」の影響
えいきょう

があり、まさにフランシスコ教皇は、アルゼンチンでこの時

代を生き抜
ぬ

いたのです。 

 ４つの原則 

 『福音の喜び』では、具体的に平和と正義と兄弟愛をもって国民形成を進めていくための４つ

の原則を提示しています。 

①時は空間にまさる 

早急に結果を出さず、長期的な取り組みを可能にするということ。 

「刈
か

り入れまで、両方とも育つままにしておきなさい」（マタイ 13：30） 

②一致
い っ ち

は対立にまさる 

対立を無視するのでなく、対立にとらわれるのでもなく、対立に耐
た

えて、それを解決し、新しい道へ

と変えられていく。そのためには、対立の表面から深いところに入っていき、尊敬への深い敬意をも

って他者に目を向ける。 

③現実は理念にまさる 

ことばのみ、イメージのみ、詭弁
き べ ん

のみの世界は危険。み言葉の受肉と実践
じ っせ ん

が重要で、人々の現

実の生活の中での信仰
し ん こ う

、教会の豊かな伝統、正義と愛のわざ、そのような現実を大切にする。 

④全体は部分にまさる 

グローバルな視点とローカルな視点の両方が大切。全体は部分の単なる総体ではなく、神からの

恵
め ぐ

みである肥沃
ひ よ く

な土地。全体の益となる大きな善を見分けるために、常に視野を広げなければな

らない。そして全体性に関する福音の基準は、「失われた羊」のたとえのように、小さな人をかけが

えのない存在として誰
だれ

一人失わないということ。（司祭 ヤコブ 三原一男） 

人権セミナー報告
 ６月２３日より２６日まで、管区主催

し ゅ さ い

の「沖縄
おきなわ

の旅」に参加いたしました。今年の沖縄の旅は

管区の人権セミナーを兼
か

ねていますので、管区の人権セミナーにも参加したことになります。 

 初日には「ザ・思いやり」という映画を観賞しました。「在日米軍」の問題をテーマにした映画で

した。この日本に「在日米軍」が、特に沖縄に相当な規模で存在しているということがどんな問題

を生み出しているかをよく理解できました。 

社会委員会では、今回の講演を記録したＤＶＤを、各教会での学びのために貸し出して

います。詳しくは宣教主事までお問い合わせください。 
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 二日目の日程の中では膨大
ぼうだい

な敷地
し き ち

の嘉手納
か で な

基地の周りを歩きました。いくら歩いても終わりが

見えない基地の方を見ながら、沖縄の方が強いられている犠牲
ぎ せ い

の大きさも感じることができました。 

 三日目の北谷
ち ゃたん

諸魂
し ょ こ ん

教会で沖縄教区の慰霊
い れ い

礼拝に参列しました。礼拝場所である北谷諸魂

教会は在日米軍のための教会ですが、慰霊礼拝に参列する在日米軍の数は極めて少なく、

「戦争は終わっても戦争が残したことは続いている」と証しているように感じました。いつかはこの慰

霊礼拝で多くの米軍の方々
かたがた

も参列し、共に戦争のない世界を作るために祈
いの

る機会が与
あた

えられる

ことを祈りました。 

 大事なのは沖縄で経験し、感じたことを私の生活の場で証していくことだと思います。少しでも多

くの人々が沖縄の方々の気持ちを、現実を理解できるように私も小さな声を加えて一緒
い っ し ょ

に歩いて

いきたいと願っております。(執事
し つ じ

 テモテ 姜
かん

炯
ひょん

俊
じゅん

) 

 

面会支援ボランティア報告
 去る１０月５日行われました面会支援の会に参加

致
いた

しました。参加者は聖職者、信徒等を含
ふ く

め約２０

名でした。全体を６グループに分け、それぞれのグ

ループに３～４名が配置されました。われわれのグ

ループには、松田司祭、須賀
す が

道子さん（横浜聖アン

デレ教会）、吉田
よ し だ

（柏
かしわ

聖アンデレ教会）の３名でし

た。あいにく、当日はセンターが混んでいたこともあり、

時間切れ寸前になって、漸
ようや

く、南米出身の J さん

（仮名：３９才、男性）に、面会がかないました。J さんは、（１）首から肩
かた

にかけ痛みがあり収容所

内の医師の治療
ち り ょ う

を受けているが、回復は思わしくない。早く外に出て、外部の医者の治療を受け

たい。（２）日本には既
すで

に１７年滞在
たいざい

している。奥
お く

さんと子供さん３名は日本での永住権を持ってい

るが自分は持っていない。（３）現在、仮放免
か りほ うめ ん

を申請中
しんせいちゅう

なるも見通しは立っていない。出来るだけ

健康的な生活を送りたい。（４）過去に於
お

いては、工事現場等で働いていた。（５）テレフォンカー

ドやラーメンが欲しい。（６）本国には絶対に帰りたくない。何としても日本に滞在したい。（J さんは

日本語が可成
か な

り流暢
りゅうちょう

であり、intelligency(知性)も感じられた。面会の最後にガラス窓ごしに、

我々
われわれ

と手を合わせたのが印象的でした。） 

 法務局としてはルールに則
のっと

り、overstay(超過
ち ょ う か

滞在)している被
ひ

収容者
しゅうようしゃ

については、出来る限り

早急に本国に強制送還
きょうせいそうかん

するという立場と思われます。然しながら、日本では労働力はまだまだ不

足しており、彼らに負うところが多いと思われます。何らかの条件付きでも仮放免を認め、仕事を

東日本入国管理センター前にて 
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与えることが先決と思われます。先ずは我々の間にそのような雰囲気
ふ ん い き

を盛り上げることが肝要
か ん よ う

であ

ると思います。尚
なお

、難
なん

キ連
れん

の佐藤
さ と う

事務局長に於かれましては、収容者のなかでもその貢献
こ う け ん

は大

変知れわたっており、あらためて、貢献の偉大
い だ い

さに敬服致しました。（フランシス 吉田正明） 
 

 

○金券(商品券、ギフト券、図書券、図書カード、株主優待券など) ○未使用テレホンカード ○切手 

○はがき ○便箋
びんせん

・封筒
ふ う と う

 ○ノート ○文房具
ぶ ん ぼ う ぐ

 ○シャンプー・リンス ○石鹸
せっけん

 ○歯ブラシ・歯磨
みが

き粉 

<送り先>〒110-0005 東京都台東
た い と う

区上野 1-12-6 ３F 『難民・移住労働者問題キリスト教連絡会宛
あて

』 

 

寿 町
ことぶきちょう

プロジェクト報告
私たちの寿町プロジェクトが発足

ほっそ く

以来、12 年間絶えることなく協働して来たよきパートナーであっ

た、「さなぎ達」「さなぎの食堂」が、今年の春、諸般
し ょ は ん

の事情により活動を停止いたしました。まことに

残念なことであります。その後の事について、改めて横浜市の福祉局
ふ く し き ょ く

と相談し検討してきましたが、

４月から「寿
ことぶき

地区
ち く

センター」と協働する事になりました。こちらは、日本
に ほ ん

基督
キ リ ス ト

教団
きょうだん

神奈川
か な が わ

教区の働

きで、1987年以来 30年間、現地に礼拝所、援助
え ん じ ょ

活動
かつど う

の事務所を持ち、200円で昼食を提供し

ている憩
い こ

いの場所「気楽な家」（ここでは横浜聖アンデレ教会の婦人信徒 2 人が奉仕
ほ う し

）や寿公園

でのバザーや炊
た

き出し、夜回り等を定期的にされています。これらの運営を専任の三森
み も り

牧師が

常駐
じょうちゅう

されていて直接管理をされています。 

 協働相手は変わっても私達の援助する対象の「寿町の生活者」の老齢
ろ うれ い

且
か

つ孤独
こ ど く

な 6000 人

の人達には、何ら変わりはありません。私達の活動も、要望されることは沢山
た く さ ん

ありますが、あれもこれ

もでは無くて横浜教区の方々に理解して頂き継続
けいぞ く

して奉仕できる事に絞
しぼ

って、今迄
いま まで

と同じように生

活するのに最低必要な季節に応じた衣類、靴下
く つ し た

・タオル・石鹸
せっけん

・髭
ひげ

剃
そ

り等の日用品・毛布など、

それに炊き出しや気楽な家での昼食、夜回りのおにぎりに必要な、お米の献品
けんぴん

、お米券や、お米

代の献金
けん きん

とを、これからも引き続きよろしくお願い致します。（ヨセフ 中原禮人
ら い と

) 
 

 

○金券(お米券、商品券、ギフト券、図書券、図書カード、クオカード、株主優待券など) 

○シャンプー ○リンス ○石鹸
せっけん

 ○歯ブラシ ○歯磨
みが

き粉 ○安全カミソリ ○靴下 ○タオル 

<送り先>  『寿地区センター宛
あて

』 
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